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予防医学・予防医療
を見直そう 問一般社団法人伊東市医師会

☎37-8925

図 2 全国がん登録罹患数（出典：⽇経Gooday ⽇本経済新聞より引⽤）
図 1 ⽇本⼈が罹る主な傷病の総患者数 （出典：厚⽣労働省H.P.より引⽤）
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図２ �全国がん登録罹患数 
（出典：日経Gooday　日本経済新聞より引用）

図１ �日本人が罹る主な傷病の総患者数　（出典：厚生労働省H.P.より引用）

存
率
は
上
昇
し
ま
す
が
、
発
見
が
遅
れ
る
ほ

ど
そ
の
生
存
率
は
段
階
的
に
低
下
し
、
ま
た

治
療
の
施
し
よ
う
も
な
い
進
行
が
ん
・
末
期

が
ん
の
状
態
で
見
つ
か
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
推
移
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
２
０
２
２
年
の
厚
労
省
の

デ
ー
タ
（
図
３
）
で
は
日
本
人
全
体
の
平
均

寿
命
は
84
・
07
歳
で
、
そ
の
内
男
性
の
平
均

寿
命
は
81
・
05
歳
に
対
し
て
健
康
寿
命
は

72
・
57
歳
で
、
一
方
女
性
の
平
均
寿
命
は

87
・
09
歳
に
対
し
て
健
康
寿
命
は
75
・
45
歳

と
い
う
結
果
で
し
た
。
こ
の
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
（
つ
ま
り
日
常
生
活
に
何
ら
か

の
介
護
を
要
す
る
期
間
）
は
、
男
性
で
は

８
・
48
歳
で
女
性
で
は
11
・
64
歳
で
し
た
。

政
府
の
「
健
康
日
本
21
」
な
ど
の
施
策
で
は
、

こ
の
健
康
寿
命
を
更
に
延
ば
し
、
平
均
寿
命

と
の
差
（
つ
ま
り
支
援
や
介
護
を
受
け
な
が

ら
暮
ら
す
期
間
）
を
縮
め
る
こ
と
が
重
点
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
健
康
寿

命
を
延
ば
し
て
、
平
均
寿
命
と
の
差
を
短
く

す
る
に
は
、
国
民
へ
の
啓
蒙
を
高
め
予
防
医

学
・
予
防
医
療
の
知
識
を
身
に
付
け
か
つ
実

践
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
予
防
は
治
療
に
勝
る
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
を
皆
さ
ん
も
耳
に
し
た
事
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
「
病
気
に
な
っ

て
治
療
す
る
よ
り
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
予
防
す
る
方
が
良
い
と
い
う
事
で
、
そ
れ

が
転
じ
て
問
題
が
起
こ
っ
て
か
ら
処
理
す
る

よ
り
も
、
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
事
で
す
。
こ
の

こ
と
わ
ざ
の
意
味
は
予
防
医
学
や
予
防
医
療

に
も
ま
さ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
で
す
。

人
間
は
誰
で
も
加
齢
と
共
に
病
気
に
な
り

や
す
く
な
り
、
生
活
習
慣
病
や
各
種
の
が
ん

な
ど
の
疾
病
か
ら
避
け
て
通
る
事
は
出
来
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
日
本
人
の
傷
病
の
多
く

は
、
歯
科
関
連
疾
患
を
除
い
て
高
血
圧
症
・

脂
質
異
常
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
上
位
３
位
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
が
ん
に
関
し
て
も
、
50
歳
代
前
半
ま

で
は
女
性
の
方
が
多
く
発
症
し
、
50
歳
代
後

半
か
ら
は
男
性
の
発
症
が
急
増
す
る
傾
向
が

あ
り
（
図
２
）、２
人
に
１
人
が
一
生
の
う
ち

一
度
は
悪
性
新
生
物
に
罹
り
、
そ
し
て
４
人

に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ

も
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
・
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
な
ど
は
男
女
に
共
通
す
る
が

ん
で
す
が
、
男
性
で
は
前
立
腺
が
ん
が
最
も

多
く
、
女
性
で
は
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・

子
宮
体
が
ん
・
卵
巣
が
ん
な
ど
が
多
く
発
症

し
て
い
ま
す
。
臓
器
別
の
特
徴
の
差
は
あ
る

も
の
の
、
全
般
的
に
ど
の
が
ん
種
で
も
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
出
来
れ
ば
５
～
10
年
生

予防医学：�疾病の原因や予防の研究を行う学問を指し、科学
的に解明する学術分野

予防医療：�学術的知見を実地的に医療や保健の現場に応用し
て、より具体的な介入や支援を行う実践的な活動
を意味

図３ �日本人の平均寿命と健康寿命の推移
（出典：厚生労働省のH.P.より引用）

図３ ⽇本⼈の平均寿命と健康寿命の推移（出典：厚⽣労働省のH.P.より引⽤）

厚生労働省の資料から
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●
日
本
に
お
け
る
予
防
医
療
の
種
類
と
取
組

近
年
、
日
本
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、

医
療
費
の
増
大
と
い
う
大
き
な
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
が
、
政
府
の
推
進
や
啓
発
運
動

も
盛
ん
に
な
り
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
予

防
医
療
の
分
野
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

各
地
域
に
お
い
て
も
そ
の
関
連
施
設
が
増
え

続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

予
防
医
療
の
種
類
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診

療
内
容
・
介
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
・
目
的
な

ど
に
よ
っ
て
、
４
つ
の
段
階
（
図
４
）
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ゼ
ロ
次
予
防
」
と
は
一
次
予
防
の
対
策

よ
り
前
の
段
階
で
、
暮
ら
し
に
根
付
い
た
根

源
的
な
予
防
を
セ
ル
フ
ケ
ア
で
行
う
事
が
主

と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
や
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
屋
内
禁
煙
や
身
体

活
動
を
増
や
す
た
め
の
歩
道
整
備
な
ど
も
含

ま
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
健
康
的
な
生
活

が
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
誰
も
が
健
康
に

な
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
ゼ
ロ
次
予

防
の
実
現
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

「
一
次
予
防
」
と
は
、
病
気
が
発
症
す
る

前
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
発
症
を
予
防
す
る
取
組
で
す
。
一

次
予
防
の
中
に
は
、
疾
病
予
防
・
特
殊
予
防

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
国
や
企
業
が
行
う
事
に

な
っ
て
お
り
、
予
防
接
種
の
実
施
・
職
場
環

境
の
改
善
・
職
業
病
や
公
害
対
策
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
適
度
な
運
動
・
食

事
（
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
減
塩
食
）・

禁
煙
・
節
酒
・
睡
眠
・
標
準
体
重
の
維
持
な

ど
健
全
な
生
活
習
慣
を
継
続
し
健
康
増
進
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な

ど
の
疾
病
を
発
症
す
る
罹
患
リ
ス
ク
を
低
減

で
き
、
二
次
・
三
次
予
防
に
費
や
す
時
間
の

削
減
に
も
繋
が
る
の
で
積
極
的
に
行
っ
た
方

が
健
康
寿
命
も
延
伸
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
二
次
予
防
」
と
は
、
疾
病
が
発
症
し
た

初
期
の
段
階
、
あ
る
い
は
発
症
前
の
潜
在
的

な
状
態
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
す

る
取
組
の
こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を
食
い
止

め
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。
健

康
診
断
・
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
検
診
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
が
、
健
康
診
断
の
検
査
項
目
は

あ
く
ま
で
も
最
低
限
で
あ
る
の
で
、
よ
り
検

査
項
目
が
多
く
初
期
の
疾
病
を
発
見
し
や
す

い
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
ド
ッ
ク
は
基
本
的
に
は
全
額
負
担

で
す
が
、
が
ん
検
診
や
脳
ド
ッ
ク
の
よ
う
に

臓
器
別
に
特
化
し
た
詳
細
な
検
査
も
可
能
で

す
。
適
切
な
医
療
機
関
の
活
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。

「
三
次
予
防
」
と
は
、
既
に
疾
病
を
抱
え

て
い
る
人
が
症
状
の
悪
化
や
合
併
症
の
併
発

や
再
発
を
防
ぎ
、
早
期
の
社
会
復
帰
を
目
指

す
段
階
の
取
組
で
す
。
こ
の
中
に
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
服
薬
指
導
・
保
健
指
導
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
三
次
予
防
に
要
す
る
時

間
は
、
疾
病
の
発
見
や
治
療
の
開
始
が
遅
れ

る
ほ
ど
長
期
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、

二
次
予
防
の
段
階
で
抜
け
が
無
い
よ
う
精
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
段
階
の
予
防
医
療
を
組
み
合
わ
せ
、
か

つ
連
携
す
る
事
に
よ
っ
て
、
個
別
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
や
健
康
状
態
に
合
っ
た
細
や
か
な

健
康
の
管
理
が
実
現
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

結
果
的
に
個
人
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
の
医
療
費

増
大
の
抑
制
策
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
強
く

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
攻
め
の
予
防
医
療
の
推
進
に
つ
い
て

８
年
６
月
に
健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
を

図
り
、
国
民
一
人
一
人
が
健
康
で
活
躍
し
続

け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
目
的
で
、「
攻
め

の
予
防
医
療
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い
う
施
策
が

厚
労
省
か
ら
発
信
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
興

味
が
あ
る
人
は
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
で
知
識
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
、
健
康
維
持
こ
そ
が
人
生
の
財
産
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。
そ
の
財
産
を
保
つ
に
は
、
急

性
期
疾
患
の
予
防
や
早
期
発
見
を
目
的
と
す

る
、
安
全
で
質
の
高
い
高
度
健
診
を
中
心
と

し
た
予
防
医
療
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
予
防

医
療
を
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
だ
き
、
天
寿

さ
ら
に
長
寿
を
全
う
出
来
る
よ
う
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

図４ �予防医療の4段階 
（出典：星　旦二　ゼロ次予防に関する試論地域保険より引用）

No. 役職 氏名 No. 役職 氏名
① 会長 岡田　典之 ⑨ 理事 髙野　俊史
② 副会長 髙栁　伸之 ⑩ 監事 山本　佳洋
③ 業務執行理事 上山　和也 ⑪ 議長 横山　良望
④ 業務執行理事 横山　　健 理事 許田　和義
⑤ 理事 村上　吉男 理事 大川　哲弥
⑥ 理事 川合　耕治 監事 井垣　弘康
⑦ 理事 松尾　博道 副議長 藤井まゆみ
⑧ 理事 福岡　明久 顧問 立花　正史

伊東市医師会新役員（８年５月27日役員改選）

会員数65名　39医療機関（R8.10.1現在）

①

⑥⑨⑤⑦⑧ ⑩

②③④⑪
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伊東市民病院の役割
かかりつけ医との連携について

㉄伊東市民病院　☎37-2626

伊東市民病院は、地域の皆さんの健康を支える各医
療機関の先生方と連携し、役割を分担することで、
切れ目のない医療の提供を目指しています。

オープン検査
CT・MRIなどの医療機器を
地域の医療機関と共同利用
し、役割分担しながら地域
の皆さんの健康を支えます。

紹介患者の受入れ
紹介状・診療予約を管理し、
専門診療へつなぎます。

顔の見える関係づくり
伊東市医師会との症例検討
会や情報交換を定期的に行
い、連携を深めています。

　これからも伊東市民病院は、地域の医療機関との連携を深め、それぞれの役割を果たすことにより、
住み慣れた地域で安心して医療を受けられる体制づくりに努めてまいります。

　伊東市民病院は、地域医療支援病院と
して、各医療機関から紹介のあった患者
さんの診療予約や診療情報提供書（紹介
状）などの情報を管理し、入院や手術な
ど、専門的な治療や検査にも対応してい
ます。そして、症状が安定した後は再び
紹介された医療機関のもとで継続的に診
療を受けていただく「二人主治医体制」
を推進しています。

「二人主治医体制」とは？

かかりつけ医

日常診療
健康管理
継続診療

市民病院

専門検査
入院・手術
高度医療

症状に応じて
最適な医療を提供

4広報いとう



「働き世代」の健康を一緒に守りましょう！
㉄健康推進課　☎32-1630

　伊東市では、40歳から60歳の人の10万人当たりの死亡数が県に比べて男女ともに高く、特に脳血
管疾患においては顕著となっています。また、特定健診の結果では、男性は肥満、女性はコレステ
ロールなどの脂質が高い人が多く、将来的に循環器病を起こすリスクが高い状態です。そこで、働く
人の健康づくりの支援のため、市の主力産業である観光業の中でも宿泊施設で働く人へアンケート
（仕事に関する疲労の蓄積状況、頭痛や腰痛などの身体症状の有無、健康的な生活習慣がどの程度取
れているのか、健康診断などの受診状況、通院歴など）を実施し、248人の人から回答をいただきま
した。

健康診断の受診率は施設規模に
よらず80％前後でした。

（５人に１人は健診未受診）

～アンケート結果の概要～
身体症状（腰痛や頭痛
胃腸の不調など）を訴
える人は少ないが、
疲労蓄積度が高い。

睡眠時間が少ない、
運動習慣がない、
栄養バランスを考え
ない人の割合が高い。

約６人に１人（17％）が、
仕事中に転倒したこと
がある。施設規模が
小さいほど割合が増加。

喫煙率は26.7％
勤務時間中でも自由に
喫煙できる人が40％
を超えていた。

疲労の蓄積

生活習慣の乱れ

　健診の受診率は８割と高い割合でしたが、５人に
１人は健診を受けられていません。毎年、健診を�
受けて健康をチェックしましょう。また、健康推進
課では疲労回復やけがの予防などの健康づくりの支
援や、健康教室・健康相談などを行っております。
まずはお気軽にご相談ください。
※�この事業は、伊東市が厚生労働省の研究のモデル自治体
となり、浜松医科大学を中心とした研究班の支援を受け
ながら実施しています。

悪循環を
止めよう

10代, 0.9%
20代, 9.2%
30代, 12.0%

40代, 17.1%

50代, 33.2%

60代, 21.2%

70代, 6.0%

80代, 0.5%

アンケートの回答者年代
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問高齢者福祉課　☎32-1561
　　　　　　　　☎32-0781

地域の医療・介護の資源の把握

切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築の推進

地域住民への普及啓発

在宅医療・介護連携
　市の６５歳以上人口は８年８月末現在、２８, １７５人で、全人口に占める
割合（高齢化率）は、４４. ９％となっており、県全体の３１. １％（８年１
月現在）を大きく上回っている状況です。また７５歳以上の人口は全人口の�
２８. ８％（８年８月末現在）になっています。
　このような状況の中、２０４０年にかけて、人口・世帯構成が変化すること
に伴い、医療と介護双方のニーズを有する高齢者が大幅に増加するといわれて
います。そのため、医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れ
た地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、医療と介護の関係機関
が連携して、包括的かつ継続的な在宅医療・介護を提供することが重要とされ
ています。
　そのため、市における在宅医療・介護連携推進事業では、国の示す柱に基づ
き様々な取組を実施しています。その一部をご紹介します。

65歳以上人口の割合

44.9％

　診療所、歯科診療所、介護事業所などの情報を
一つにまとめた、「伊東市医療・介護マップ」を
作成し、２年に一回内容を更新しています。「か
かりつけ医」を見つける一助にもなりますのでぜ
ひご活用ください。（市役所、各出張所、医療機
関、地域包括支援センターなどに配架していま
す。また市ホームページにも掲載しています。）

①シズケア*かけはし
　医師・看護師・薬剤師などの医療従事者
と介護支援専門員などの介護事業所などの
多職種が連携を図り、患者情報を共有する
ためのＩＣＴシステムです。個人情報の同
意を得た上で、医療・介護の状況・日常の
様子などを多職種で共有することにより安
心して在宅生活を送れるよう推進していま
す。このシステムの市内登録施設数は９６
施設です。（８年６月現在）

②人生会議（ACP）ツールの作成
　６年度にＡＣＰ推進検討会を立ち上げ、７年９月にＡＣＰ普
及啓発のためのツール（パンフレット・想いつむぐノート）が
完成しました。作成したツールの周知、効果的な活用方法、支
援の実践につなげていくことに努めています。
　※人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）と
は、あなたが大切にしたいこと、望んでいる生き方、そして
「もしものとき」にどのような医療やケアを望むかについて、
本人を主体にその家族、近しい人、医療介護チームが繰り返し
話し合い、共有し本人による意思決定を支援する取組です。

　市民の皆さんが、在宅医療と介護について理解
を深める機会を提供するため、毎年、在宅医療介
護連携に関するシンポジウムを開催しています。
　これまでに、人生会議（ACP）、在宅看取りな
どをテーマとして取り上げてきました。自身の生
き方を考えること、伝えること、共有することの
大切さなどについて普及啓発するとともに、関係
機関の専門職の方々にも登壇していただき、患者
さんやご家族に寄り添う思いや自職種の役割など
を語っていただきました。

　今年度は12月12日（土）に開催予定です。↑市ホームページ
　はこちら

↑市ホームページ
　はこちら

↑市ホームページ
　はこちら
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「今年度のがん検診 もう受けましたか？」
〜自覚症状がない「今」がチャンスです〜

　近年、日本人の２人に１人はがんになり、４人に１人はがんで亡くなっています。がんはかなり進行するま
で自覚症状がない場合が多いです。まだ受診されていない人は、ぜひ、この機会にご利用ください。

㉄健康推進課　☎52-3005

←がん検診等
　受診券

※女性のがんは無料対象年齢あり。受診券をご確認ください。

個 別 集 団

場　所 市内の協力医療機関 伊東市民病院ドック健診センター 検診車（市内各所）

予　約
医療機関一覧をご確認
いただき、直接医療機
関へお申込みください。

電話　37-6308
（平日11時～16時まで）

①伊東市検診予約サイト ②健康推進課
　電話予約
　52-3005
　（平日８時半～17時まで）

受　け
られる
も　の

胃（内視鏡検査）・肺・
大腸・子宮頸
※�医療機関により実施している
検診が異なります。

胃（バリウム検査・内視鏡検査）・肺・
大腸・乳

胃（バリウム検査）・肺・
大腸・前立腺 乳・子宮頸

実施期間 令和９年１月30日まで 令和９年３月５日まで 令和８年12月３日・12月４日まで 令和９年１月23日まで

スマホでいつでも！
24時間受付中

★注意★　現在、検診の予約が大変混み合っています。早めに受診の検討をお願いします！
⑴　がん検診の予約・受診には５月下旬に郵送した「令和８年度がん検診等受診券」が
　必要です。受診券がお手元にない人は、電話（52-3005）又は二次元コード➡➡➡
　から再発行が可能です。
⑵　がん検診で「要精密検査」と判断された場合は、必ず精密検査を受けましょう。

検診

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん
（女性）

子宮頸がん
（女性）

前立腺がん
（男性）

検査内容 胃部X線
（バリウム検査） 胃内視鏡 胸部X線 便潜血

（２日分の便）
マンモ

グラフィ検査 細胞診 採血
費　　用 600円 3,300円 200円 500円 800円 1,000円 500円

受ける人 30歳以上 50歳以上
（偶数学年齢） 40歳以上 30歳以上

40歳以上の
女性※

（昨年度未受診者）

20歳以上の
女性※

（昨年度未受診者）

50歳以上の
男性

受診方法
個 別 個 別 個 別 個 別 個 別 個 別

集 団 集 団 集 団 集 団 集 団 集 団

医療機関一覧や検診車会場など
の、詳しい内容はこちら
伊東市公式ホームページ
「各種がん検診について」▶
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健康健康
ひろばひろば

子
育
て

母
子
保
健
事
業

対
象
者
や
受
付
時
間
を
個
別
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
、

持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
（32）
１
５
８
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
は
、
将
来
に
わ
た
り

子
ど
も
の
心
身
に
深
い
傷
を
与
え
、

時
に
は
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

の
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く

投
げ
落
と
す

激
し
く
揺
さ
ぶ
る　
な
ど

性
的
行
為
を
見
せ
る

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る　
　
な
ど

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視

Ｄ
Ｖ

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

家
や
車
に
閉
じ
込
め
る

食
事
を
与
え
な
い

不
潔
に
す
る　
　
　
な
ど

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
（32）
１
５
８
１

身体的虐待性的虐待心理的虐待ネグレクト

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

進
学
時
の
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

対　
象　
９
年
４
月
に
高
校
・
専

門
学
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
予

定
の
ひ
と
り
親
家
庭

内　
容　
進
学
資
金
を
必
要
と
す

る
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
県

が
無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。
金
額
は
学
校
種
別
や
通

学
条
件
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

※
貸
付
希
望
者
は
事
前
に
申
請
書

類
を
準
備
し
、
親
子
面
接
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
貸
し
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
。

※
面
接
場
所
は
県
の
総
合
庁
舎
な

ど
で
す
。

申
請
書
配
布　
11
月
30
日
㈪
ま
で

配
布
場
所　
子
育
て
支
援
課

　
詳
細
は
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
（32）
１
５
８
１

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る

相
談
支
援
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み
・
就

労
・
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
（32）
１
５
８
１

プ
レ
マ
マ
プ
レ
パ
パ
教
室

対　
象　
妊
婦
と
家
族
（
き
ょ
う

だ
い
も
来
場
で
き
ま
す
。）

日　
時　
11
月
28
日
㈯　
９
時
45

分
～

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

内　
容　
マ
タ
友
マ
マ
友
づ
く
り

や
、
出
産
前
後
の
マ
マ
と
家
族

の
気
持
ち
の
変
化
、
産
後
す
ぐ

に
役
立
つ
赤
ち
ゃ
ん
の
あ
や
し

方
な
ど
。

申
込
み　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
子

育
て
支
援
課
へ
電
話
又
は
左
記

入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事
項

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
（32）
１
５
８
２

11月の健診・教室 日　程

１歳６カ月児健康診査
（７年４月生まれ対象） 18日㈬

２歳児健康教室
（６年10月生まれ対象） 19日㈭

３歳児健康診査
（５年10月生まれ対象） 11日㈬

会場：健康福祉センター

詳細はこちら

入力フォームは
こちら
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未
就
園
児
を
対
象
に
し
た
幼
稚
園

施
設
開
放

市
立
幼
稚
園
で
は
、
未
就
園
児

を
対
象
に
し
た
施
設
の
開
放
を
実

施
し
ま
す
。

０
歳
か
ら
見
学
が
可
能
で
す
。

　
入
園
前
か
ら
園
や
集
団
の
雰
囲

気
を
味
わ
う
良
い
機
会
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

11
月
の
実
施
日
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

対　
象　
０
歳
児
～
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
子
ど
も

内
容
・
時
間　
各
園
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
希
望
す
る
園
へ
事
前
に

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
の
拡
大
状
況
な
ど
に
よ

り
予
告
な
く
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
幼
児
教
育
課

　
☎
（32）
１
９
５
２

11月の幼稚園施設開放日
日程 幼稚園施設 電話番号
  9日㈪ 伊東幼稚園 37-2182
10日㈫ 宇佐美幼稚園 48-9064
12日㈭ 荻幼稚園 36-6227

13日㈮ 富士見分園 36-6103
吉田幼稚園 45-0430

17日㈫ 八幡野幼稚園 53-0395

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
の
二
つ
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
腹
時
血
糖
値
が
低
く
て
も
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
が
高
め
の
人
は
、
血
糖

値
が
高
く
な
る
時
間
が
長
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
食
べ
方
な

ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
血
糖
値
の
急
上
昇
を
防
ぐ
対
策
】

・
３
食
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

野
菜
や
海
藻
、
た
ん
ぱ
く
質
、

炭
水
化
物
を
そ
ろ
え
た
食
事
を

摂
り
ま
し
ょ
う
。

・
食
後
に
軽
く
動
く
と
血
液
中
の

糖
が
筋
肉
で
消
費
さ
れ
ま
す
。

【
高
血
糖
を
放
置
し
な
い
で
】

少
し
だ
け
食
べ
方
を
変
え
れ
ば
、

そ
の
高
血
糖
は
改
善
し
ま
す
。
市

で
は
、
カ
ラ
ダ
づ
く
り
相
談
会

（
完
全
予
約
制
の
無
料
個
別
相
談
）

を
市
内
各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

左
記
へ
予
約
い
た
だ
き
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課

　
☎
（32）
１
６
３
０

歯
っ
ぴ
ー
噛
む
噛
む
教
室

口
は
「
食
べ
る
」「
話
す
」「
呼

吸
す
る
」
な
ど
、
自
分
ら
し
く
生

活
す
る
た
め
に
大
切
に
す
べ
き
器

官
で
す
。
皆
さ
ん
が
健
康
な
毎
日

を
送
る
た
め
「
歯
の
寿
命
を
延
ば

す
」「
口
周
り
の
機
能
を
維
持
す

る
」
方
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
ん

で
い
く
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
市
民

日　
程　
12
月
１
日
㈫

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

時　
間　
10
時
～
11
時
30
分

定　
員　
先
着
15
人
（
予
約
制
）

申
込
開
始　
11
月
２
日
㈪
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
終
了

し
ま
す
。

費　
用　
無
料

内　

容　
「
歯
周
病
予
防
の
話
」

「
歯
・
入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法
」

「
口
の
体
操
」「
嚙
む
と
い
い
こ

と（
認
知
症
予
防
に
効
果
あ
り
）

の
話
」

申
込
み　
左
記
入
力
フ
ォ
ー
ム
又

は
電
話
で
左
記
へ
。

問
健
康
推
進
課

　
☎
（32）
１
６
３
０

健

　康

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
　

食
後
の
眠
気
、
高
血
糖
が
原
因
か

も
食
後
に
い
つ
も
寝
て
し
ま
う
人

は
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
血
糖
値

ス
パ
イ
ク
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

血
糖
値
ス
パ
イ
ク
と
は
食
後
に

血
糖
値
が
急
上
昇
し
、
そ
の
後
、

急
降
下
す
る
現
象
で
す
。

糖
質
を
多
く
含
む
食
事
を
摂
る

と
血
糖
値
が
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。

身
体
は
こ
れ
を
正
常
範
囲
に
戻
す

た
め
に
、
血
糖
値
を
下
げ
る
働
き

を
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
し
ま

す
が
、
分
泌
量
が
多
す
ぎ
る
と
血

糖
値
が
急
激
に
降
下
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
脳
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
が
不
足
す
る
た
め
、
強

い
眠
気
や
倦
怠
感
、
集
中
力
の
低

下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

長
期
的
に
は
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
を
高

め
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
自
身
の
血
糖
値
が

い
く
つ
か
、
ご
存
じ
で
す
か
？

伊
東
市
特
定
健
診
で
は
空
腹
時

血
糖
値
（
又
は
随
時
血
糖
値
）、

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

入力フォームは
こちら

特定検診の基準値
検査項目 基準値
空腹時血糖 100mg/dl未満
ＨｂＡ１ｃ 5.6％未満

9 2026.11
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市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

も
う
す
ぐ
期
間
終
了
！

あ
な
た
は
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

今
年
も
残
り
わ
ず
か
で
す
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
２
０

２
６
年
で
し
た
か
？
ひ
と
り
で
振

り
返
る
も
よ
し
、
家
族
や
お
友
達

と
振
り
返
る
の
も
ま
た
よ
し
。
そ

ん
な
と
き
、
話
題
に
加
え
て
ほ
し

い
の
が
『
健
診
』
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
ま
し

た
か
？
結
果
は
い
か
が
で
し
た

か
？年

齢
を
重
ね
る
ほ
ど
、
健
康
の

あ
り
が
た
さ
や
、
早
く
気
づ
く
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
も
の
で

す
。
ご
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
や
お
友
達
が
、
来
年
も
元
気
で

い
ら
れ
る
よ
う
、
声
を
か
け
あ
っ

て
、
健
診
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
16
～
39
歳
】

・
職
場
な
ど
で
健
診
が
あ
る
人

学
校
や
職
場
で
健
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・
定
期
的
に
病
院
受
診
を
し
て
い

る
人治

療
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

・
そ
れ
以
外
の
人

12
月
25
日
㈮
ま
で
39
歳
以
下
健

診
が
受
け
ら
れ
ま
す

申
込
み
は
、
下
記
入
力
フ
ォ
ー

ム
よ
り
。

【
40
～
74
歳
】

◆
市
国
保
加
入
者

８
年
４
月
以
降
に
国
保
加
入
さ

れ
た
人
に
は
、
黄
色
い
封
筒
で
受

診
券
を
送
り
ま
し
た
。
11
月
17
日

㈫
～
12
月
25
日
㈮
で
健
診
を
受
け

る
か
、
職
場
健
診
な
ど
の
検
査
結

果
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
前
か
ら
伊
東
市
国
保
で
、

６
～
９
月
に
健
診
を
受
け
て
い
な

い
人
に
は
、
緑
色
の
封
筒
を
送
り

ま
し
た
。
早
め
に
開
封
し
、
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
そ
れ
以
外
の
人

ご
加
入
の
保
険
者
に
よ
る
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
推
進
課

　
☎
（52）
３
０
５
１

11
月
は
「
静
岡
県
こ
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
育
成

に
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

の
大
人
が
育
て
る
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
子
ど
も
・
若
者
が
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
主
体
的

に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
11
月
を
「
こ
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
し

て
、
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な

育
成
に
向
け
た
取
組
を
一
層
推
進

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
自

身
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

す
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
涯
学
習
課

　
☎
（32）
１
９
６
１

i

上
級
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
や
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
い
方
、
け
が
の
手
当
て
な
ど
、

応
急
手
当
て
を
習
得
す
る
た
め
の

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、

救
命
講
習
を
受
講
し
て
知
識
と
技

術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
管

内
に
居
住
・
在
学
す
る
中
学
生

以
上
又
は
事
業
所
な
ど
に
勤
務

す
る
人

日　
時　
12
月
６
日
㈰　
９
時
～

17
時

会　
場　
伊
東
消
防
署

定　
員　
先
着
20
人

費　
用　
無
料

申
込
み　
11
月
６
日
㈮
～
12
月
３

日
㈭
に
、
電
話
で
伊
東
消
防
署

救
急
係
へ

※
ご
不
明
な
点
は
、
駿
東
伊
豆
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
伊
東
消
防
署

　
☎
（38）
０
１
１
９

i

入力フォームは
こちら

10広報いとう
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ツアーNo.200

伊勢神宮と朝熊岳金剛證寺
松阪牛すきやきスペシャル

●お問い合わせ・お申込みは ℡0557-38-6660
営業時間：平日10：00～17：00

（土・日・祝祭日休み）

出 発 日：11/23(月)
12/２(水) ６(日) ８(火) 14(月) 16(水) 21(月)
１/７(木) 11(月) 15(金) 19(火)

乗 車 地：伊東駅（６：３０発）

旅行代金：＠３６,８００円～＠５７,８００円

皇大神宮(内宮) 豊受大神宮(外宮)両参り

2026東海バスグループ冬の謝恩ツアー

東海バストラベル

２次元バーコード



換
す
る
。

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
伊
東
消
防
署

　
☎
（38）
０
１
１
９

無
料
税
務
相
談

東
海
税
理
士
会
熱
海
支
部
で
は
、

11
月
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
協

賛
事
業
と
し
て
、
無
料
税
務
相
談

を
行
い
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
お

悩
み
の
人
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日　
時　
11
月
17
日
㈫　
14
時
～

16
時

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

相
談
員　
東
海
税
理
士
会
熱
海
支

部
会
員

問
東
海
税
理
士
会
熱
海
支
部

　
☎
（32）
３
６
５
５

相

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

火
の
確
認　
い
い
日
を
支
え
る　

い
い
習
慣

11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
空
気
の

乾
燥
や
強
風
に
よ
り
火
災
の
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け
、
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る　

10
の
ポ
イ
ン
ト
「
４
つ
の
習
慣
・

６
つ
の
対
策
」

４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

・
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用

す
る
。

・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

i

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

８
年
度
は
、
留
田
町
内
会
が
宝

く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
整
備
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
会
館

に
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
設
備
、

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
及
び
紅
白
幕
な

ど
を
整
備
し
た
こ
と
か
ら
、
町
内

会
の
行
事
が
充
実
す
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
層
の
推

進
を
期
待
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

　
☎
（32）
１
９
６
３

i

「未来」と「夢」をシェアしよう。しずおかで、
ふたりで。しずおかマリッジ。 

（しずおかマリッジは、県と市町が運営する公的
な結婚支援拠点です。） 

問い合わせ・申込み 
fujinokuni_deai@tokaido-sigma.jp HPはこちら 

上記二次元コードでアプリをインストールし、
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！

▲設置されたエアコン

11 2026.11
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✿＋50坪ごとに

・・・＋5,５00円（税込）

✿処分代

・・・5,５00円～ （税込）

✿100坪以内
・・・2７,５00円（税込）

8時 ～ 19時（日曜定休）

作業場所の状況により、別途作業料が発生する場合があります。

⌂ 伊東市池640-28

詳しくは、HPへ！

★適格請求書発行事業者
★賠償責任保険 完備

おてつだいや さくちゃん



社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

８
年
１
月
１
日
か
ら
８
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
人
に
対
し
て
、
11
月

上
旬
頃
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
（
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

の
間
に
は
じ
め
て
納
付
し
た
人
に

は
、
９
年
２
月
上
旬
頃
に
送
付
）。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族

の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
証
明
書
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
書
面
で
交
付
し
て
い

た
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
や
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
を
、
電
子
デ
ー
タ

と
し
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
を
連
携
し
て
受
け
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

i

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

　
三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５（
９
７
３
）１
１
６
６

　
保
険
年
金
課

　
☎
（32）
１
６
２
５

観
光
に
関
す
る
住
民 

ア
ン
ケ
ー
ト

（
一
社
）
美
し
い
伊
豆
創
造
セ

ン
タ
ー
で
は
、
伊
豆
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
の
観
光
客
の
受
け
入
れ

に
対
す
る
思
い
を
調
査
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
左

記
フ
ォ
ー
ム
よ
り
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。
よ
り
良
い
観
光
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
、
毎
月

抽
選
で
10
名
の
人
に
３
０
０
０
円

分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。

調
査
期
限　
11
月
1
日
㈰
～
12
月

31
日
㈭
ま
で

問�

一
般
社
団
法
人
美
し
い
伊
豆
創

造
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
８（
７
２
）０
２
８
０

i

静
岡
県
最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
８
年
10
月
15
日
か
ら
時
間
額

１
１
５
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

国
で
は
、
生
産
性
向
上
や
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
、
よ

り
高
い
処
遇
へ
の
労
働
移
動
な
ど

を
通
じ
、
労
働
市
場
全
体
の
「
賃

上
げ
」
を
支
援
す
べ
く
、「
業
務

改
善
助
成
金
」
を
始
め
と
し
た
各

種
支
援
策
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、「
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」「
取
引
か
け
こ
み
寺
」
に

お
い
て
、
賃
金
引
上
げ
や
経
営
、

取
引
上
の
お
悩
み
の
ご
相
談
を
無

料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
い
た
だ
き
改
正
後
の
最
低
賃

金
へ
の
ご
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
４（
２
５
４
）６
３
１
５

i

「
わ
ん
わ
ん
教
室
」
参
加

者
募
集

【
第
53
回
】

�

11
月
10
日
㈫　
14
時
か
ら
1
時

間
30
分
程
度
（
雨
天
の
場
合
は

11
月
11
日
㈬
）

会　
場　
伊
東
市
営
か
ど
の
球
場

多
目
的
広
場

【
第
54
回
】

�

11
月
14
日
㈯　
10
時
か
ら
1
時

間
30
分
程
度
（
雨
天
の
場
合
は

11
月
21
日
㈯
）

会　
場　
市
役
所
来
庁
者
駐
車
場

【
共
通
】

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

定　

員　

各
回
予
約
先
着
25
組

（
50
名
）

内　
容　
犬
の
飼
い
方
と
し
つ
け

方
申
込
み　

窓
口
、
電
話
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
11
月
6
日
㈮
ま
で

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
限
前

で
も
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

そ
の
他　
犬
と
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
４

　
kankyou@

city.ito.shi
　

zuoka.jp

i

日本年金機構
ホームページは

こちら

観光に関する
住民アンケート

詳細はこちら

12広報いとう
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「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

あなたに代わって片付けます

遺品整理 終活教室

0120-35-9930

お電話の際に 「広報いとう広告を見た」と ひとこと︕
優待します。 お見積訪問は 無料︕ お気軽に。

本社：伊東市岡 倉庫および事務所：伊東市荻 Ⓡ

特殊清掃 整理収納
ゴミ屋敷

不用品回収

株式会社かんどうサービス

会社ホームページ

スマホカメラ で読み取り

当社は
リユース・リサイクル・
寄付を 通じ、
資源の有効活用を
推進しています



※
生
徒
手
当
と
し
て
月
額
14
万
７

７
０
０
円
、
期
末
手
当
を
年
２

回
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格　
中
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
17
歳
未
満
の
男

子
受
付
締
切

・
推
薦　
11
月
27
日
㈮

・
一
般　
９
年
１
月
14
日
㈭

試
験
日

・
推
薦　
９
年
１
月
9
日
㈯
～
11

日
㈪
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１

日
・
一
般　
９
年
１
月
23
日
㈯
又
は

24
日
㈰
の
い
ず
れ
か
の
指
定
す

る
１
日

※
任
期
制
自
衛
官
も
常
時
募
集
中

で
す
。

問
自
衛
隊
伊
東
地
域
事
務
所

　
☎
（37）
９
６
３
２

自
衛
官
を
目
指
そ
う
！

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
予
定
者
な
ど
を
対
象

に
採
用
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た

め
、
個
人
の
適
正
に
応
じ
て
、
幅

広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
を
養

い
、
将
来
、
陸
上
自
衛
官
と
し
て

大
き
く
進
展
で
き
る
基
礎
を
作
り

ま
す
。

※
令
和
10
年
度
か
ら
陸
・
海
・
空

共
同
、
男
女
共
学
の
学
校
に
な

り
ま
す
。

募

第
37
回
あ
さ
ら
く
ご

静
岡
文
化
芸
術
大
学
で
特
別
講

師
も
務
め
る
若
手
落
語
家
と
期
待

の
若
手
講
談
師
が
出
演
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
２
日
㈬　
開
演
11

時
会　
場　
観
光
会
館

入
場
料　
１
１
０
０
円
（
当
日
券

の
み
・
全
席
自
由
・
１
階
席
の

み
）

出　
演　
桂
空
治
（
桂
文
治
の
弟

子
）

　
神
田
梅
之
丞
（
神
田
伯
山
の
弟

子
）

　

立
川
悠
幸
（
立
川
談
幸
の
弟

子
）

問
振
興
公
社

　
☎
（37）
７
１
３
５

i

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
会

日　
時　
12
月
５
日
㈯　
13
時
～

16
時
30
分

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

内　
容　

・
第
１
部　
「
改
正　

区
分
所
有

法
・
標
準
管
理
規
約
、
〜
今
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
考
え

る
こ
と
～
」

・
第
２
部　
参
加
者
に
よ
る
意
見

交
換
会

・
第
３
部　
個
別
相
談
会

参
加
費　
無
料
（
個
別
相
談
会
は

申
込
み
先
着
順
で
す
。）

申
込
み　
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ
。

問
建
築
住
宅
課

　
☎
（32）
１
７
６
３

相

納税相談会
①市税・国保税のことは…
　収納課　　　☎32-1291
②�後期高齢者医療保険料のこと
は…
　保険年金課　☎32-1624
休日：①②11月21日(土)
　　　①②８時30分～正午
夜間：①11月19日(木)
　　　①17時30分～19時

人口と世帯数
９/30現在　 （　）前月比
人　口　62,747人 （−69）
　男　　29,731人 （−21）
　女　　33,016人 （−48）
世帯数　35,680世帯 （−42）

市水道の平日・休日における
トラブルは市水道センターへ
☎36－2010
［受付時間：８時30分～22時］
道路上で漏水している場合や急
に水道が出なくなった場合など
は、調査確認を行います。
※�なお、宅内の修理及び排水に
関する詰まりなどのトラブル
は、直接、伊東市指定工事店
へ。

今月の
 献血
11月27日（金）
・10時〜11時45分
・13時〜15時30分
伊東市役所　１階市民ロビー

献血へお越しの際は身分証明書
をお持ちください。
問社会福祉協議会　☎36-5512

13 2026.11
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みんなの暦
令和8年（2026年） 月（霜月） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-610511

伊東温泉競輪開催日

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

急病になったら…
■夜間（午後７時〜午後11時）は　　 夜間救急医療センターへ　☎37-2510
■深夜（午後11時〜午前８時）は　　 伊東市民病院へ　☎37-2626
■休日（午前９時〜午後５時）は　　 各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307 か市ホームページでご確認ください。
■次の場合は、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。
　・内科当番医で小児科を受診するとき。年齢によっては受診できないことがあります。その場合は伊東市民病院に電話(37-2626)でご相談ください。
　・発熱などで当番医を受診するとき。
■日曜祝日当番医及び夜間救急医療センターは伊東市医師会の協力により運営しています。

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科

1(日) やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

メディカルはば伊豆高原
☎33-1200

やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

3(火) 横山医院
☎35-0431

たちばなメディカルクリニック広野院
☎35-9924

8(日) おおたか内科クリニック
☎32-3810

たかやす医院
☎32-0362

15(日) 高野医院
☎38-2111

伊豆高原メディカルたかやなぎ整形外科
☎55-3322

高野医院
☎38-2111

22(日) 山本医院
☎47-5566

伊東オレンジクリニック
☎51-5100

山本医院
☎47-5566

23(月) はぁとふる内科・泌尿器科　川奈
☎45-5000

木村整形外科クリニック
☎32-0600

はぁとふる内科・泌尿器科　川奈
☎45-5000

29(日) よこやまファミリークリニック
☎36-5577

伊豆高原メディカルたかやなぎ整形外科
☎55-3322

よこやまファミリークリニック
☎36-5577

問伊東温泉競輪場　☎37-4260※競輪場再整備中のため、本場開催はありません。来場の際は東口からご入場ください。

11月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

場外

昼間

防府記念 熊本ＦⅠ 施設整備等協賛ＧⅢ
（立川） 西武園ＦⅠ 小田原ＦⅠ 高松ＦⅠin玉野�

（西日本カップ）

弥彦
ＦⅠ 青森ＦⅠ 高知ＦⅠ 福井ＦⅠ 富山ＦⅠ 大垣ＦⅠ 豊橋ＦⅠ 平塚ＦⅠ

大宮ＦⅠ 武雄ＦⅠ

ナイター

豊橋ＦⅠ 四日市記念 松戸ＦⅠ 川崎ＦⅠ 競輪祭ＧⅠ（小倉） 奈良ＦⅠ

久留米ＦⅠ 四日市ＦⅠ 別府ＦⅠ 競輪祭女子
王座戦ＧＩ

静岡ＦⅡ

� ※場外ＦⅠナイターは昼場の場外開催終了後販売を終了します。

今月の納税　納期限は11月30日㈪

□国民健康保険税５期

問収納課　☎ 32-1291

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口
立冬

先勝 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安
小雪

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝

文化の日 伊東駅前朝市
（毎週土・日曜日）

伊東市総合防災訓練 尻つみ祭り

国際交流フェスタ

勤労感謝の日 広報いとう12月号
配布予定日

14広報いとう



相談案内 相談日が祝日・休日の場合はお休みです。

■会場…市役所２階市民課市民生活係　☎52-3002（予約）
※都合により変更・中止となる場合がありますのでお問い合わせください。

■法律相談 
  5日(木)　8時45分～11時30分／髙橋省吾 弁護士
10日(火)　8時45分～11時30分／瀬野俊之 弁護士
17日(火)　13時15分～16時／東端克博 弁護士
26日(木)　9時00分～11時45分／髙山　功 弁護士

■司法書士の相談　受付：10月26日（月）から（要電話予約６人）

  6日(金)　�10時～正午／露木裕之 司法書士�
（相続、遺言、贈与、不動産登記、成年後見など）

■税務相談　受付：10月26日（月）から（要電話予約６人）

10日(火)　13時～15時／小嶋一輝 税理士
■交通事故相談　（11月16日（月）15時までに要電話予約）

17日(火)　13時～15時30分／鈴木拓夢 弁護士

相談内容・日時 会場 問い合わせ
●教育相談
月～金曜日　9時～16時30分 教育支援センター 教育相談室　☎37-7476

●家庭児童相談　＊要電話予約

月～金曜日　9時30分～16時 健康福祉センター
家庭児童相談室　☎37-9667（9時30分～16時）
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約

19日(木)　13時30分～14時30分・14時45分～15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1583
●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

11日(水)　10時～14時30分／社会保険労務士法人杉村労務
市役所１階保険年金課 その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、

ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-116519日(木)　10時～14時30分／三島年金事務所
●女性相談　

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●心配ごと相談
毎週水曜日　13時30分～16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512

●補聴器の相談
  6日(金)　14時～15時30分 観光会館第４会議室

社会福祉課　☎32-153317日(火)　10時～13時 八幡野コミュニティセンター
18日(水)　10時～15時 玖須美温泉会館

●身体障がい福祉相談会
  2日(月)　13時30分～15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195

●知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

第１、３火曜日（祝日を除く。）　9時30分～11時30分 市役所１階社会福祉課 いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会　＊要電話予約　

  7日(土)　10時～15時 児童・身体障害者福祉センターはばたき
サポートセンターりりぶ　☎82-568016日(月)　10時～15時 健康福祉センター

25日(水)　10時～15時 児童・身体障害者福祉センターはばたき
●生活困窮の相談　仕事や生活、家計の悩みを抱え、生活に困っている人はご相談ください。

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所１階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　火木土日・休日（年末年始を除く。）は10時～16時の間、消費者ホットライン（188）にて相談を受け付けています。

月・水・金曜日　9時～正午、13時～16時 市役所低層棟２階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　Web会議システムによる相談対応も可能です。　＊要事前申込

26日(木)　9時30分～12時30分 市役所６階小会議室 企画課　☎32-1061

　受付：10月26日（月）から各回前開庁日15時まで�
　　　　（要電話予約８人）

■人権相談　

  5日(木)　13時～15時／人権擁護委員

■行政相談
19日(木)　13時～15時／行政相談委員

■行政手続の相談　(会場は市役所１階展望ギャラリー)

11日(水)　�10時～正午／行政書士会�
（相続関係・農地利用関係・成年後見）

■土地家屋調査士会の相談　

＊今月はありません。

■市民不動産相談　（会場は市役所１階展望ギャラリー）

26日(木)　13時～15時／宅建協会東部支部相談員
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問消費生活センター　☎52-3362
月水金９時～正午、13時～16時
市役所低層棟２階
火木土日・祝日は消費者ホットライン　☎１８８

日頃利用している事業者からの
メールもフィッシングを疑って！

ご注意ください！
消費者トラブル

◆事例
　普段から利用しているアプリの名前
でスマホにメールが届いた。「登録し
ている支払い方法に確認が必要な状
態」「更新が遅れるとストアでアプリ
が購入できなくなる」などと書いて
あったので、記載のURLからアクセス
して、クレジットカード番号などを入
力し支払い情報を更新した。ところが
その後、ネットショッピングで約20
万円の利用を知らせるメールが届いた。
どうしたらよいか。（80歳代）

ひとこと助言
●�実在する事業者を騙るメールやSMSを送信し、そこに記載されたURLをクリック
などさせ、偽のウェブサイトに誘導することで、パスワードやクレジットカード番
号などを詐取するフィッシング詐欺に関する相談が依然として寄せられています。
日頃利用している事業者や公的機関などのメールやSMSであっても、まずは
フィッシングを疑いましょう。
●�記載されているURLにはアクセスせず、事前にブックマークした正規サイトの
URLや、正規のアプリからアクセスしましょう。リンク先にアクセスしてしまっ
ても、クレジットカード番号などは入力せず、そのサイト上にあるアプリもダウン
ロードしないことが大切です。
●�不正利用に早く気付けるように、クレジットカードなどの明細は、こまめに確認し
ましょう。
●困ったときは、消費生活センターにご相談ください。

出典：独立行政法人国民生活センター　見守り新鮮情報

マイナンバーカードと
　　電子証明書の更新手続
　マイナンバーカードと電子証明書には有効期限があり
ます。有効期限の２～３カ月前に「有効期限通知書」が
郵送されますので、確認をお願いします。

項 目 電子証明書 マイナンバーカード本体

有 効 期 限 申請日から５回目の誕生日 申請日から10回目の誕生日
※申請日に未成年の人は５回目の誕生日

手続について 通知書に同封の「電子証明書更新手続」
（緑のチラシ）を確認

通知書に同封の「マイナンバーカードの
更新手続」（オレンジ色のチラシ）を確認

申 請 方 法

以下の窓口で申請
　・市役所
　・対島出張所
　・宇佐美出張所

・スマートフォンなどオンライン申請
　又は郵送
・市役所又は各出張所で申請

　電子証明書の更新は平日夜間及び休日窓口を開設 
しています。（市役所本庁のみ）
　予約制となっておりますので、開設日などの詳細は
ホームページをご確認ください。　

問市民課　☎ 32-3055

有効期限と手続方法

電子証明書更新は
こちら

マイナンバーカードの
申請はこちら
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第15回第15回
全日本まくら投げ大会全日本まくら投げ大会

inin  伊東温泉伊東温泉
参加者募集参加者募集

　誰もが修学旅行で経験したことのある「まくら投げ」を競技化した
伊東市発祥のイベントへの参加チームを募集します。
　「まくら投げ日本一」を決める祭典にぜひご参加ください。

会　　場　市民体育センター
申 込 み　詳細は観光ホームページをご覧ください。
　　　　　参加申込多数の場合、抽選となります。
申込期間　11月1日（日）～11月30日（月）
問伊東観光協会　☎37-6105

日　時　11月15日（日）　10時～15時
会　場　観光会館別館
内　容　�外国紹介コーナー、外国の食べ物の販売、

茶道・生花・お琴・書道・折紙の日本文
化体験、ステージショー（民族衣装
ファッションショー、様々な国の音楽や
ダンス、日本語スピーチなど）

　国際交流協会では随時、会員を募集しています。友好都市（伊・�
リエティ市、英・メドウェイ市）との交流、外国から伊東近辺へ来て
いる人々のための日本語教室や、英会話などの語学教室、その他にも
様々な活動をしています。

２
月20日（土）

21日（日）

観光ホームページは
こちら

国際交流協会
HPはこちら

第29回 国際交流フェスタ in ITO
外国の紹介や日本文化体験など盛りだくさん ！

問伊東国際交流協会　☎32-4666

会員募集

17 2026.11



今月のオススメ図書

　生きていると、たくさんの「さよなら」が
巡ってきます。悲しい「さよなら」、一歩進
むための「さよなら」、優しい「さよなら」
など、「さよなら」の形はそれぞれですが、
そんな、それぞれの「さよなら」の受け止め
方をそっと教えてくれるような一冊です。

主な新着図書のご紹介

ほか児童書も含め、多数購入しています。

としょかんinformation
■図書館おはなし会について
　毎月第２・４土曜日10時30分から11時まで、生涯学習セン
ター中央会館４階「こどもとしょしつ」で、楽しいおはなしや紙
芝居などを行っています。事前申込みは不要です。お気軽にお越
しください。「こどもとしょしつ」は毎週水、土、日曜日の10時
から正午までご利用できます。
　詳しくは図書館へお問合せ、又は伊東市立伊東図書館ホーム
ページをご覧ください。
■今月の休館日
　毎週月曜日、３日（火・祝）、27日㈮

書名 著者
1 海月の骨 朝宮　夕
2 あなただけに許す距離 一木けい
3 若冲、川を下る 黒川　創
4 失くしても、また 小手鞠るい
5 小説ヒトラー　１ 佐藤賢一
6 骨と鎖 永田修矢
7 テムズ川宝さがしクラブ　３ カチャ・ベーレン
8 ぼくの地球絵日記 鈴木まもる

としょかんだより� 問伊東図書館　☎36-7433

『大人の流儀　７』
伊集院　静／著　講談社

11月から12月は県下一斉滞納整理強化月間
㉄収納課　☎32-1291～1293

～市税は納期限までに納めましょう～
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夜間・休日の納付相談窓口
　平日の日中に納付が困難な人のため夜間・休日に納付相談を実施します。
日時　11月19日（木）17時30分～19時
　　　11月21日（土）  8時30分～正午
持ち物
本人の場合：�本人確認の書類（マイナンバーカード、運転免許証）、市税の納付書、過去の領収証等�

納税関係書類
本人以外の場合：�対象の人の納税通知書、督促状、過去の領収証等納税関係書類、来庁される人の�

本人確認書類
場所　市役所２階収納課
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　　　　　　 平成18年４月２日～
　　　　　　 19年４月１日に生まれた人

　　　　　　 令和９年１月10日（日）
　　　　　　 10時開場、10時30分開式（予定）

　　　　　　 観光会館ホール

　二十歳式を迎えられる人を中心に構成された実行委員会において、コンセプトを“日進月歩”とする
中で、挑戦や努力をし続け、理想の自分を目指す一歩として、二十歳式を迎えられる方のみで式典を創
りあげるという考えに至りましたので、会場内は、二十歳式を迎えられる方以外の入場を原則ご遠慮い
ただきます。なお、送迎者の待機場所として、伊東港耐震岸壁を９時30分から13時まで開放しますの
で、周辺店舗などへの無断駐車がないよう、ご理解とご協力をお願いいたします。

問生涯学習課　☎32-1962

開催概要 重　要
申込方法について

ご家族の皆さんへ

❶ 必ず二十歳式を迎えられる人ご本人の�
スマートフォンで申込みください。
※�当日受付後、パンフレットなどが自動送信されま
すが、ご本人以外のスマートフォンで申し込んだ
場合、申込みを行った人のスマートフォンに自動
送信され、ご本人には届きませんのでご注意くだ
さい。

❷ 申込みにあたり、伊東市公式アカウントを
友だち登録する必要がございます。
※�登録されていない人が右記事前申込二次元コード
を読み込むと、友だち追加画面へ移行するため、
登録後改めて二次元コードを読み込んでください。

　　申込み前に必ず確認！注

　今年度は案内状及び入場カード
の送付は行わず、  伊東市公式
LINE での申込みとなります。
　また、特別な支援が必要な人に
ついては、保護者も入場可能です。
事前に生涯学習課まで問い合わせ
ください。

事前登録の流れ
（市HP）

二十歳式事前
申込二次元コード

対　象

日　時

会　場
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※１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」
　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるも
のではありませんが、特に配偶者などからの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー
行為、売買春、人身取引、デートＤＶ、セクシュアルハラスメント、痴漢、ＡＶ
出演被害、インターネット上の性的な暴力など、女性に対する暴力は女性の人権
を著しく侵害するものです。
　いつ、どこで、誰と、どのような性的な関係を持つかは、あなたが決めること
ができます。同意のない性的な行為は「性暴力」です。相手と対等な関係でなかったり、嫌だと言えない状況で
あったりしたなら、本当の同意があったことにはなりません。
　つらいこと、不安なことについて一人で抱え込まず、まずは性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援
センターに話してみませんか。

誰もが多様性を認め合い、自らの望む活躍を実現することができるまちへ誰もが多様性を認め合い、自らの望む活躍を実現することができるまちへ
問市民課市民生活係　☎ 52-3002

女性に対する暴力根絶のシンボル
パープルリボン

内閣府男女共同参画局
ホームページより

11月12日～25日は
　　　　「女性に対する暴力をなくす運動」期間

個人事業税は、商店の経営や不動産貸付などを個
人で行っている人で、一定の基準を満たす場合に納
めていただく県税です。
お近くの金融機関、郵便局、コンビニ又はクレ
ジットカードで納付できます。
また、スマートフォン決済アプリでも納付できま
す。
詳細については、送付される納付書又は県ホーム
ページをご覧ください。
納期限までに納めましょう。
静岡県熱海財務事務所　課税課　個人事業税担当　
� ☎82-9086

７年10月１日から、「女性の人権ホットラ
イン」は、「みんなの人権110番」に統合さ
れました。統合に伴い、電話番号が下記のと
おりとなります。

☎0570-003-110
（自動音声ガイダンスに
 従い１番を入力）

個人事業税の納期限（第２期）は
11月30日（月）です。

「女性の人権ホットライン」について
～ひとりで悩まず、相談してください～
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